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 結論では、クレーマーが提示する音楽的時間の諸形態－線的 linear／非線的時間 non-linear time、
垂直的な時間 vertical time、無時間 timelessness－の用語法とその妥当性を再度検討した。その結果、
これらの分類が主に調性の有無に基づいているということから、20世紀以降の調性の無い音楽が全て「非
線的」、「垂直」及び「無時間」に分類できてしまうという問題が明らかになった。これまでの考察を踏
まえた本研究独自の視点を加えてクレーマーの時間論を解釈し直したところ、フェルドマンの音楽的時
間を以下４つの時間の相に整理することが出来る。 
１．非線的な時間；どこからでも行き来でき、何が起こるのか予測不可能な時間、記憶の混乱をもたら
す時間 
２．非目的論的な時間；退屈な時間、何も起こらない時間、雲の時間 
３．垂直な時間；音同士の有機的なつながりや関係性が極力回避された時間、同期しない複数の時間 
４．無時間timeless；滲み出る時間、自滅する時間 
 西洋音楽を記憶のパラフレーズと見なすフェルドマンは、記憶のメカニズムを逆説的に用いて、記憶
を混乱する時間の創出を試みた。それが後期の長時間の楽曲である。また、これは伝統的な音楽観や音
楽産業に対する彼の批判精神の表れでもある。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 申請者は卒業論文と修士論文でアメリカ実験音楽を研究したのち、今回はモートン・フェルドマンに
考察の視点を定めている。アメリカ実験音楽に関しては、とくにJ.ケージが中心的な存在として論じら
れることが多いが、申請者は今回は、図形楽譜から長大な持続の音楽までを作曲しているフェルドマン
に光を当てている。この申請者のテーマの選び方は充分に説得力をもつものと言える。 
 申請者の考察の方法は図形楽譜とか偶然性の音楽とかという過去の見方ではなく、何よりもまず音楽
的時間の諸形態の実現者としフェルドマンを定義づけることである。第１章の「音楽的時間の諸形態」
では、線的時間とか、非線的時間とか、垂直な時間とか、無時間といった時間論が論じられ、モメント
時間とモビール時間という用語も用いられている。これはこの多様な時間論は主にクレーマーのTime of 
Musicに由来するものであり、無時間性、時間性、瞬間性などさまざまな概念が乱立して、本来の音楽的
時間論としてまとまりに欠けている。 
 しかし第２章の「繰り返される時間－フェルドマンの反復技法」は、本論中で最も重要な部分であり、
「退屈な時間」「何も起こらない空（から）の時間」「不変による不安、そして変化へ」「雲の時間」「フ
ェルドマンの反復技法におけるミニマリスト／非ミニマリスト的側面」など、鋭い議論が展開されてい
る。たしかにこのような考察からフェルドマンとライヒの反復技法の差異というものは明らかになって
いる。しかしながら、申請者はフェルドマンの音楽思想にあまりにも深く入っているため、フェルドマ
ン自身の音楽の考察から抜け出せないという矛盾に陥っている。 
 「間性」の問題が論じられるのは第４章で、「あいだ」と「ま」の問題提起から始まり、「あれでもな
いこれでもない」というさまざまな間（あいだ）の問題、音楽と絵画の間の問題など、さまざまな
inbetween-nessの本質を明らかにしようとしている。しかしその「間性」という問題自体が多義性を含
み、論理的な追究の要からすり抜けてしまうという矛盾に最後までつきまとわれている。しかし、この
モートン・フェルドマンという作曲家を対象にしてその美学を深く掘り下げた努力は高く評価できる。 
 
